
2018 年度 知的財産管理技能士会表彰 

（五十音順 敬称略） 

【特別賞】 

 

竹本 和広 (たかお IP ワークス 代表) 

 

＜表彰理由＞ 

・ 運営委員を６期、交流委員長を 2 期、研修委員長を 3 期にわたり務め、積極的に知財技能士会活動に

貢献した実績。 

・ 知財技能士会からの派遣講師として、学校や自治体等において知財マネジメントに関する講義・講演を

多数行い、知的財産管理技能検定の普及および知的財産制度の普及に貢献した実績。 

・ 知財技能士として、国および国立研究開発法人等の公的機関からの委託事業プロジェクトに参画し、中

心的役割を果たすことで、知的財産行政および研究機関の知的財産マネジメントに貢献した実績。 

・ 知財技能士会会員として中小企業センター副センター長に就任し、同センターの活動を主導することで

中小企業支援活動に貢献した実績。 
 

 

【奨励賞】 

我妻 真二 (株式会社リコー 知的財産本部) 

・ 運営委員を３期、研究会幹事を３期にわたり務め、研究会におけるグループ毎の研究報告書の発行、日本知財

学会学術研究発表会の発表などの活動をとりまとめ、積極的に知財技能士会活動に貢献した実績。 

・ 知財技能士会研究員として、研究報告書を３回発行、更に日本知財学会第１５回年次学術研究発表会で発表者

として登壇し研究成果を発表したことで、社会の知的財産活動の推進および知財技能士のプレゼンス向上に貢

献した実績。 

花房 真理子 (慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 政策・メディア専攻 後期博士課程) 

・ 大学において著作権に関する講義を複数の担当科目で行い、知的財産に関する知識の普及に貢献した実績。 

・ 著作権等に関する査読付き論文が日本文化政策学会の学会誌に掲載されたこと、およびその論文を調査対象地

域の複数の図書館に寄贈することを通じ、学術の発展およびその成果の地域への還元、知的財産制度の認知向

上に貢献した実績。（「権利侵害を肯定しない旅行者たちのアニメツーリズム―富山県南砺市を事例に―」） 

 


